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　音（特に非言語音）を主な媒体とするマルチモーダルコミュニケーシ
ョン，そして音が人間の情動や行動に与える影響について研究を行って
います。音の知覚と認知，音楽情動などの理論体系を背景に，質的研究
と量的研究のアプローチを組み合わせ，非言語音によってどのような情
報が表現されているかを多方面から探求しています。(1) データ可聴化：
生体データ（脳波，心電図，筋電図など）を音に変換し，バイオフィー
ドバックシステムやアート作品の制作などを行っています。データの特
性が手に取るようにわかる音デザインを探求しています。

　音の世界は多次元的で，とても魅力的です。我々の研究室
には，音や音楽が好き，という気持ちから，様々なチャレン
ジを乗り越えて，研究を楽しく精力的に進めている学生がた
くさんいます。どのような分野であれ，皆さんが，自分なり
のこだわりや，好きという感情を原動力にして，自分だけの
ユニークな特性を伸ばし，力を発揮していくことを願ってい
ます。
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(2) 聴覚障害者による音楽や環境音の認知：残存聴力がある障害者が，音
のどのような特性や特徴を手掛かりにして音楽や環境音を理解している
のか，またそこには，どのようなパターンや個人差があるのか，を研究
しています。(3) 様々な音環境下における人間の認知行動：居心地の良い
音環境ではどのような音がしているのか，騒音下で認知パフォーマンス
は変化するのか，などの課題に取り組んでいます。(4) 歌声：合唱発声に
おける声帯振動の計測や，歌声ライブラリの分析など，歌声の研究も行
っています。
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　先端芸術音楽創作学会で，研究会やイベントを企画し，新
しい音楽研究の情報発信を行っています。また，International 
Community for Auditory Display の運営委員，日本音響学会音
のデザイン調査研究委員会の委員として，データ可聴化や音
デザインのコミュニティ運営に関わっています。筑波大学で
は，ほぼ毎年，リケジョ合宿の企画に参加しています。


